
　重点目標一覧表 担当部局名

【令和5年度重点目標】

【ワイン振興の推進】

（1）ワイン産業の振興 （1）

・プロジェクトコア会議を21回開催

(2) ・共同会議を7回開催

有機物リサイクル施設建設に向けての協働 （1）

地域振興事業の推進 （2）

(3)

【道の駅整備】

【道の駅整備事業】 開設準備に向けた組織づくり （1）

開設準備に向けた組織づくり (1) （2）

(2) （3）

(3)

【陣場台地周辺環境整備】 （1）

(1) 上長瀬・下丸子地区未整備農地の基盤整備 （2）耕作希望者の意向集約

（3）

地域の６次産業化の推進 （4）西洋梨産地化プロジェクト事業の

販売出展及び販路の新規開拓

（5）

産業団地整備に向けた事業の推進 （1）地域未来促進法に基づく、関係者との

協議

丸子地域ゆかりの武将、木曽義仲公振興事業 (1) 丸子地域における将来像の検討 （1）

西内地区公共施設の在り方検討(西内小、コミュニティー （2）

(2)

（3）

地域防災力向上の取組み （4）自主防災組織リーダー研修会の開催

丸子まちづくり会議と地域協議会との連携 (1)

住民自治組織への支援・協力・連携 （1）

住民自治組織の活動周知 (2)

設備改修事業 （1）

(1) バリアフリー化整備事業 (1)

センター周辺整備 （2）センター北側用地の再編検討
(2) 設備改修事業 (2)

【活性化事業の推進】

(1) 鹿月荘・クアハウスの今後のあり方の検討 (1)

丸子物産館の再活用に向けた検討 (2)

(1) 丸子温泉郷の誘客に向けた取組 (1) 各実行委員会への参画及び事業支援

霊泉寺温泉自然ＪＵＫＵプロジェクトの取組への参画 地域内観光資源の連携 (2) 専用タブレット等を利用した

(2) 情報発信：週1回程度

【資源循環型社会構築に向けた再資源化等の促進】

(1)

①生ごみ減量化機器の普及促進 　①ごみ減量化機器補助件数55件

　②・支給（ぱっくん）件数135件

  　・普及イベントの共同開催年6回

(2) 古布回収量　1,100㎏

(1)

(2)

(1) 本庁及び各自治センターと連携した普及促進

　 　交付率　70％

【子どもを育む地域コミュニティづくり】

(1) 利用者数 3,200人

地域特性を活かした振興施策の推進（ワイン振興事業・産業基盤整備）

木曽義仲など地域資源を活用した参加と協働によるまちづくり

新たな旅行スタイルを採り入れた丸子温泉郷の振興

人と環境に優しい安全・安心なまちづくりの推進

(1)

【道の駅整備事業】
サウンディング型市場調査提案者と6回懇談を開催

上下水道管の整備の予算計上

(1) 有機物リサイクル施設建設の検討推進と陣場台地の環境整
備及び地域振興事業の推進

（1）不動産鑑定評価を実施(1) 上長瀬・下丸子地区の農地集積及び産業団地整備の推進

消費生活展に出展

（1）丸子子育てサロンの利用促進

【資源循環型社会構築に向けた再資源化等の促進】

   ②ぱっくんやEM菌など生ごみ堆肥化事業の普及促進

【防犯・防災意識の高揚と被害防止の推進】 【防犯・防災意識の高揚と被害防止の推進】

パトロール実施年30回

【マイナンバーカードの普及促進】【マイナンバーカードの普及促進】

【子どもを育む地域コミュニティづくり】

【地域特性を活かした農業振興】

【産業団地整備による遊休荒廃農地の解消と産業振興】

【地域課題解決に向けた取組み】

【地域内分権の確立】

【丸子地域自治センター整備】

【観光施設のあり方の検討等】

【観光地域の魅力向上の取組み】

農地流動化促進（80ha以上）

地域おこし協力隊との協働

利活用検討委員会(仮称)の立ち上げ

住民自治組織の会議等への参加・事業協力

(4)

丸子修学館高校と上田市商工会とのパートナーシップ協定
に基づく取組み

10月までに方針決定

活用方針の決定

地域振興課を中心とした手続き方法の構築

センター西内)

【事業の実施及び支援】

地域に根ざした丸子のまちづくり

期限・数値目標等

【地域特性を活かした農業振興】

(5) 農業委員による遊休農地の発生防止・解消

産業振興部に記載

具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度
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重 点 目 標

【地域内分権の確立に向けた取組み】

【丸子地域自治センター整備事業】

バリアフリー化改修工事完了

実施設計業者と契約を行う実施設
計に着手

目標地図の素案作成

観光地域の魅力発信と丸子温泉郷の振興

具体的な重点取組項目（箇条書き）

重 点 目 標

(1)

(1)

【新たな旅行スタイルを採り入れた活性化事業の推進】

(1)

重 点 目 標

(1)

一年を通して義仲イヤーを実施

げんきまるこ産業フェスタへ参加

来年度の事業に向けた打合せを実施

(2) 丸子まちづくりだよりの支援

合同会議による公共交通に関する
分科会から意見書を市へ提出

(2) 丸子修学館高校と上田市商工会とのパートナーシップ協定
に基づく取組み

【地域内分権の確立に向けた取組み】

コロナ禍における新たな旅行スタイルを採り入れた観光支
援事業の推進

【丸子温泉郷の誘客推進】

ウォーキングフェスタの代替イベ
ント「かけゆウォークラリーフォ
トコンテスト」を実施し196枚応募

丸子地域自治センター

期限・数値目標等

(1)

【令和4年度重点目標】

重 点 目 標

【千曲川・依田川合流地点の河川環境整備】

重 点 目 標

重 点 目 標

具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

具体的な重点取組項目（箇条書き）

【地域特性を活かしたワイン産業と農業振興の推進】

4

【安全性・利便性向上のための道路整備】

【地域公共交通の利便性向上に向けた取り組み】

人と環境に優しい地域づくり

地域特性を活かした振興施策の推進（ワイン振興・産業基盤整備）

期限・数値目標等

重 点 目 標

都市建設部に記載

【上田圏域と松本圏域の主要幹線道路等の整備促進】（長野県実施事業）

（2）容器リサイクル法に基づくプラごみの適正分別の周知

キリングループとの包括連携協定に基づいたワイン産業の
振興

(2) 椀子ワイナリーと地域との共生推進

(3)

具体的な重点取組項目（箇条書き）

1

【ワイン振興の推進】

(1)

・ワインビジネススクール開講（14人）

担い手への農地の集積・集約化

(1)

(4)

(1)

具体的な重点取組項目（箇条書き）

【資源循環型社会構築に向けた再資源化等の促進】

（1）ごみ分別の徹底と生ごみ減量化施策の啓発

【丸子地域自治センター整備事業】

４

具体的な重点取組項目（箇条書き）

１

２

【市民協働による地域資源等を活用した事業の実施及び支援】

重 点 目 標

基礎調査及び基本計画の策定

(3) 関連事業の推進

３

地域の6次産業化の推進

(2)

【農地集積推進による持続可能な農業・工業の環境整備】

【国道254号バイパス建設に合わせた農業基盤整備】

(2)

産業振興部に記載(R5から農
業政策課に引継ぎ)

達成状況・達成度

鹿教湯温泉100年ブランド創造プロジェクトマスタ－プラ
ンⅡに基づく取組への参画

【ワイン産業と農業振興の推進】

基本構想の策定候補地を選定

達成状況・達成度

【農業・工業の環境整備】

【陣場台地周辺環境整備】

調整会議を8回、地権者説明会を3回開催

基本計画(案）の策定

インフラ整備の実施

期限・数値目標等

【地域課題解決に向けた取組み】

(1)

(3)

【地域内分権の確立】

(1)

【丸子地域自治センター整備】

(1) 設備改修実施設計の完了

設備改修工事着手

(2)

特色ある丸子地域を考える会の開催(2回)

【産業団地整備による遊休荒廃農地の解消と産業振興】

(2)

(2) 基礎調査及び基本計画の策定

(3) 関連事業の推進

(2)

(3) 新規参入の促進支援

椀子ヴィンヤード・椀子ワイナリーと地域との共生推進 20周年記念イベントの開催

・研修を2回実施、上田駅イベントを実施 （延べ参加者100人）

運営候補者の検討推進

(2) 住民組織との協働による事業の推進

西洋梨ジャムの販売促進を4回実施

椀子マルシェへの誘客促進

（延べ参加者1500人）

・椀子マルシェへの誘客促進（延べ2315人）

・椀子マルシェへの延べ21団体参加支援 (1)

【陣場台地周辺環境整備】

【道の駅整備】

【陣場台地周辺環境整備】

調整会議等への参画

(1)

(2)

MAD&MUDDYが開催され80人参加

 (2)防犯・交通安全啓発

（1）マイナンバーカード交付率の向上

　・丸子地域ゴミの出し方カレンダー全戸配布

　・古着回収実施

（1）適正なごみの分別について等の広報

    (11/23・丸子文化会館　1,030㎏）
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 (1)生ごみ減量化施策の啓発

 (2)古布類の再利用促進

 (1)青色灯パトロールによる防犯パトロールの実施

【観光地域の魅力向上の取組み】

(1)

【観光施設のあり方の検討等】

３温泉地の観光誘客促進事業を計
画どおり実施

【再資源化等の促進】

(1)

(2)

延べ29,000人参加

（2）プラごみ未回収件数　年間件数

　・警告等掲示看板設置 年間17箇所

    (対前年度比5.3％増（底打ち傾向）)

     R4 592件 /R3 562件　


